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第 5節  社 会 的 ミ ッ シ ョ ン を 掲 げ て 事 業 活 動 を 行 う 団 体 を 対 象 と

し た ヒ ア リ ン グ 調 査  

 

１  目 的  

前 節 ま で は 、 地 域 の 衰 退 現 象 の 定 量 的 把 握 の 結 果 や 、 社 会 的 企

業 、 地 域 住 民 、 自 治 体 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に 基 づ い

て 、 主 と し て 社 会 的 企 業 の 全 貌 の 把 握 に 努 め て き た 。 本 節 で は 、

さ ら に 、 社 会 的 企 業 の 具 体 的 な 取 り 組 み の 特 徴 や 運 営 ・ 活 動 上 の

課 題・問 題 点 を 把 握 す る た め に 、先 駆 的 に 活 動 し て い る 以 下 に 1 8

団 体 の リ ー ダ ー な ど の 関 係 者 へ の ヒ ア リ ン グ を 行 っ た 。  

 

２  ヒ ア リ ン グ 調 査 の 対 象 （ 団 体 名 等 ） と ヒ ア リ ン グ 事 項  

ヒ ア リ ン グ 調 査 の 対 象 と し て は 、 第 1 節 で 統 計 的 に 類 型 化 し た  

4 パ タ ー ン の 典 型 地 区 に 加 え て 、 全 国 の 先 進 地 域 に お い て 、 以 下

に 示 す 事 業 分 野 で 活 動 を 行 っ て い る 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 指 向 型 や

テ ー マ 指 向 型 の 団 体 を 取 り 上 げ た 。 ま た 、 神 戸 市 外 の 団 体 に つ い

て は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス を 積 極 的 に 支 援 し て い る 関 東 経 済 産

業 局 、九 州 経 済 産 業 局 、大 阪 府 の 報 告 書 に 紹 介 さ れ て い る 団 体 で 、

自 主 事 業 の 収 益 を 主 な 収 入 源 と し て い る 団 体 を 対 象 と し て い る 。  
ヒ ア リ ン グ 調 査 の 対 象 （ 団 体 名 等 ）  事 業 分 野  

及 び ヒ ア リ ン グ 事 項  

【 神 戸 市 内 】  

( 1 )東 灘 交 通 市 民 会 議 、 住 吉 台 く る く る バ ス を 守 る 会 、

み な と 観 光 バ ス 株 式 会 社  

( 2 )大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会  

( 3 )野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト  

( 4 )北 須 磨 団 地 自 治 会  

( 5 )井 吹 台 自 治 会 連 合 会 、（ 特 活 ） ニ ュ ー い ぶ き  

( 6 )神 戸 東 部 Ｎ Ｐ Ｏ サ ー ビ ス セ ン タ ー  

( 7 )（ 社 福 ） プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン  

( 8 )（ 特 活 ） こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト  

( 9 )（ 特 活 ） た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー (Ｔ Ｃ Ｃ )  

( 1 0 )（ 特 活 ） 神 戸 定 住 外 国 人 支 援 セ ン タ ー  

( 1 1 ) (特 活 )ウ イ ズ ア ス  

【 神 戸 市 外 】  

( 1 2 )（ 特 活 ） く ら し 協 同 館 な か よ し  

( 1 3 )（ 特 活 ） わ た ら せ ラ イ フ サ ー ビ ス  

( 1 4 )（ 特 活 ） 匠 の 町 し も す わ  あ き な い プ ロ ジ ェ ク ト  

( 1 5 )（ 特 活 ） お お さ か 元 気 ネ ッ ト ワ ー ク  

( 1 6 )（ 特 活 ） 住 ま い み ま も り た い  

( 1 7 )（ 特 活 ） 筥 崎 ま ち づ く り 放 談 会  

( 1 8 )五 島 海 幸 山 幸 の 会 、中 心 商 店 街 巡 回 バ ス 運 行 協 議 会  

【 事 業 分 野 】  

商 店 街 ・ 農 村 ・ オ ー ル

ド ニ ュ ー タ ウ ン の 活 性

化 、 高 齢 者 生 活 支 援 、

障 害 者 支 援 、 子 育 て 支

援 、 若 者 の 就 労 支 援 、

マ イ ノ リ テ ィ へ の 支

援 、 地 域 の 安 全 活 動 、

環 境 美 化 ・ 資 源 化 、 中

間 支 援  

 

【 ヒ ア リ ン グ 事 項 】  

○ 取 り 扱 う 課 題  

○ 活 動 内 容  

○ 活 動 資 源  

（ 人 材 、資 金 、モ ノ ・

場 所 、 支 援 体 制 、

社 会 的 信 認 ）  

○ 社 会 的 包 摂 と し て の

効 果  

○ 今 後 の 課 題  
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３  ヒ ア リ ン グ 内 容  

 

（ １ ）  東 灘 交 通 市 民 会 議 、 住 吉 台 く る く る バ ス を 守 る 会 、  

み な と 観 光 バ ス 株 式 会 社  
 

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  

ニ ュ ー タ ウ ン の オ ー ル ド タ ウ ン 化 に と も な っ て 高 齢 者 等 住 民

の 足 の 確 保 を 図 る た め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 本 格 運 行 に 向 け

て の 様 々 な 課 題 や 温 度 差 を 、 住 民 が 主 体 と な り 、 全 て の 住 民

を 巻 き 込 み 、 学 識 経 験 者 、 Ｎ Ｐ Ｏ 、 行 政 と 連 携 し な が ら 、 透

明 性 の 高 い 合 意 形 成 の プ ロ セ ス を 踏 ん で 解 決 し ， 埋 め て い っ

た 。バ ス の 本 格 運 行 後 も 、住 民 総 が か り で バ ス を サ ポ ー ト し 、

さ ら に バ ス を き っ か け に コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 に つ な げ て い る 。  

 

１ ） 課 題                   

住 吉 台（ 神 戸 市 東 灘 区 ）は 、昭 和 4 0 年 代 の 高 度 経 済 成 長 期 に

開 発 さ れ た 六 甲 山 麓 の 高 台 に あ る ニ ュ ー タ ウ ン 。 人 口 は 、 1 9 8 5

年 の 5 , 4 7 5 人 を ピ ー ク に 、現 在（ 2 0 0 7 年 8 月 ）で は 3 , 7 8 6 人 に

ま で 減 少 。 坂 道 や カ ー ブ が 多 く 、 公 営 バ ス も 来 て い な い 。 い わ

ば 住 吉 台 は 高 台 の 「 公 共 交 通 孤 絶 地 域 」 で あ る 。                  

1 9 8 0 年 に 3％ だ っ た 6 5 歳 以 上 の 方 の 比 率 は 、2 0 0 4 年 1 2 月 末

で 2 3％ 、 2 0 0 7 年 1 0 月 末 で 2 9％ ま で 上 昇 。高 齢 化 の 進 展 と と も

に 、 特 に 車 を 持 た な い 住 民 が じ わ じ わ と 生 活 に 困 る よ う に な っ

て き た 。        

 図 表 5 - 1 - 1  住 吉 台 の 人 口 の 動 向  

 1980 年  1985 年  1990 年  1995 年  2000 年  2004 年  

12 月末  

2007 年  

10 月末  

人  口  5,110 5,475 5,182 4,805 4,113 3,956 3,776 

世 帯 数  1,493 1,676 1,666 1,653 1,653 1,776 1,770 

年齢  

構成  

0～ 1 4 才  

1 5～ 6 4 才  

6 5 才 以 上  

32% 

65% 

3% 

27% 

69% 

4% 

19% 

75% 

6% 

15% 

75% 

10% 

11% 

71% 

18% 

10% 

67% 

23% 

8.8% 

62.1% 

29.1% 

２ ） 活 動 の 内 容  

①  活 動 の 特 徴  

渦 が 森 地 区（ 神 戸 市 東 灘 区 渦 森 台 及 び 住 吉 台 ）は 、2 0 0 0 年 に 、

神 戸 市 の 「 コ ン パ ク ト タ ウ ン 」 づ く り

（ h t t p : / / w w w . c i t y . k o b e . j p / c i t y o f f i c e / 1 5 / 0 5 0 / c o m p a c t / p e o p

l e . h t m）の ケ ー ス ス タ デ ィ 地 区 に 選 ば れ た 。「渦 が 森 ふ れ あ い の

ま ち づ く り 協 議 会 」 が 中 心 に な り 、 神 戸 市 や 学 識 経 験 者 の ア ド

http://www.city.kobe.jp/cityoffice/15/050/compact/peop
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バ イ ス を 得 な が ら 、 住 民 が ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し 、 渦 が 森 地

区 と し て の 課 題 に つ い て 議 論 を 重 ね た 。 そ の 結 果 、 課 題 の 一 つ

と し て 住 民 の 足 の 問 題 が 浮 か び 上 が っ た 。 こ の よ う に 住 民 が 地

域 の 課 題 を 自 ら 把 握 し て い た こ と が そ の 後 の 活 動 の 試 金 石 に な

っ た 。  

2 0 0 3 年 9 月 に 、神 戸 市 Ｔ Ｄ Ｍ 研 究 会 に 参 画 し て い た Ｎ Ｐ Ｏ 法

人 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神 戸 （ Ｃ Ｓ 神 戸 ） が 2 0 0 3

年 度 全 国 都 市 再 生 モ デ ル 調 査 事 業 と し て バ ス の な い 町 に バ ス を

走 ら せ る こ と に よ っ て コ ミ ュ ニ テ ィ を 醸 成 し 、 地 域 を 再 生 さ せ

る「 く る く る お で か け ネ ッ ト ワ ー ク 調 査 」（社 会 実 証 実 験 ）を 内

閣 官 房 ・ 都 市 再 生 本 部 か ら 認 定 を 受 け た 。  

そ の 結 果 か ら 、 バ ス は 単 な る 移 動 手 段 に と ど ま ら ず 、 高 齢 者

の 外 出 機 会 の 増 加 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 向 上 に 寄 与 し て い る こ と

が 判 明 し た 。 こ れ を 受 け 、 バ ス の 本 格 運 行 に 向 け て 調 整 す べ き

多 様 な 課 題 を 住 民 の 合 意 に よ っ て 解 決 す る た め 、 住 民 が 地 域 活

動 に 熱 心 な 世 話 人 の も と 、「東 灘 交 通 市 民 会 議 」と い う 地 域 住 民

み ん な で 話 し 合 う 場 を 2 0 0 4 年 6 月 に 立 ち 上 げ た 。  

図 表 5 - 1 - 2  東 灘 交 通 市 民 会 議 （ 組 織 構 成 ） の イ メ ー ジ 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 出 典 ） 東 灘 交 通 市 民 会 議 「 住 吉 台 く る く る バ ス 」 開 通 特 別 号  

 

そ の 場 で 会 議 の 参 加 メ ン バ ー が 相 互 理 解 を 図 り 、バ ス ル ー ト 、

停 留 所 の 設 置 等 を 含 め 、 住 民 の 生 活 の 足 で あ る バ ス を 走 ら せ る

こ と を 、 住 民 と Ｎ Ｐ Ｏ 、 バ ス 事 業 者 、 行 政 が 一 体 と な っ て 決 定

す る な ど 本 格 運 行 に 向 け 準 備 を 積 み 重 ね て い っ た 。  
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こ う し て 2 0 0 5 年 １ 月 2 3 日 に 「 み な と 観 光 バ ス 株 式 会 社 」 が  

行 政 に よ る 財 政 的 な 支 援 な し で ※ 「 住 吉 台 く る く る バ ス 」 の 運

行 を 開 始 し た 。  

 

写 真 5 - 1 - 1   

住 吉 台 く る く る バ ス  

 

 

 

 

 

※  「 住 吉 台 く る く る バ ス 」 の 概 要  
    JＲ 住 吉 駅 と 住 吉 台 を 結 ぶ 路 線 バ ス 。 路 線 距 離 は 8 . 5 1 k m。  

ⅰ 定 員 ： 3 1 人 （ 座 席 数 1 4 席 ） /台 。 3 台 で 運 行  

    ⅱ 運 行 時 間 帯 （ エ ク セ ル 東 前 停 留 所 発 ）  

     ： 始 発 6 時 4 6 分 、 終 発 2 1 時 3 1 分 （ 概 ね 1 5 分 間 隔 ）  

    ⅲ 片 道 所 要 時 間 ： 約 1 3 分  

    ⅳ 運 賃 ： 2 0 0 円 <子 ど も 1 0 0 円 >  

    ⅴ バ ス 停 留 所 の 数：1 1 箇 所（ う ち 住 吉 台 の 団 地 内 は 8 箇 所 ） 

    ⅵ 利 用 者 数 ： 8 0 0～ 9 0 0 人 /日 （ 1 便 当 た り 7～ 8 人 ）。  

    ⅶ 運 営 ・ 運 行 主 体 ： み な と 観 光 バ ス 株 式 会 社  

    ⅷ サ ポ ー ト ：「 住 吉 台 く る く る バ ス を 守 る 会 」  

②  サ ポ ー ト 組 織 ・ 体 制  

住 民 が 「 東 灘 交 通 市 民 会 議 」 の 場 で Ｎ Ｐ Ｏ 、 学 識 経 験 者 、 神

戸 市 の サ ポ ー ト を 得 な が ら 、 あ ら ゆ る 情 報 等 を 共 有 し 、 そ の 対

策 を と も に 考 え 、そ こ で 議 論 さ れ た 内 容 等 を 文 字（「 東 灘 交 通 市

民 速 報 」）に し て 全 戸 に 配 布 し た 。透 明 性 の 高 い 合 意 形 成 の プ ロ

セ ス を 踏 み な が ら 、 地 元 住 民 み ん な が 主 体 的 に ま ち づ く り に 参

加 す る こ と に よ っ て 、 地 域 内 の 温 度 差 も 埋 め ら れ て い っ た 。  

さ ら に 、 せ っ か く で き た バ ス を サ ポ ー ト す る た め 2 0 0 5 年 5

月 、 住 民 に よ っ て 住 吉 台 「 く る く る バ ス を 守 る 会 」 と い う 住 民

主 体 の 組 織 が 結 成 さ れ た 。 地 域 の 課 題 を 発 見 し 、 そ の 解 決 に 向

け て 話 し 合 う 東 灘 交 通 市 民 会 議 や 住 吉 台 く る く る バ ス を 守 る 会

に 住 民 全 体 が 参 加 す る こ と が 何 よ り も 大 切 で あ る 。  
３ ）  活 動 資 源 の 特 徴  

 ①  人 材  

ⅰ  住 民 ・ リ ー ダ ー  

住 民 の 中 に 地 域 活 動 に 熱 心 で 、 地 域 の 事 情 を 客 観 的 に よ く 理

解 す る リ ー ダ ー 的 な 方 が い た 。こ の 方 が 世 話 人 と な り 、「東 灘 交

通 市 民 会 議 」 や 「 住 吉 台 く る く る バ ス を 守 る 会 」 と い う 住 民 主
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体 の 組 織 が 立 ち 上 っ た 。  

ⅱ  Ｎ Ｐ Ｏ （ Ｃ Ｓ 神 戸 ）  
国（ 内 閣 官 房・都 市 再 生 本 部 ）か ら の 支 援（ 2 0 0 3 年 度 都 市 再

生 モ デ ル 調 査 事 業 と し て 認 定 ） を 取 り 付 け 、 く る く る バ ス 運 行

に 向 け て 調 整 す べ き 多 様 な 課 題 を 住 民 の 合 意 に よ っ て 具 体 的 に

解 決 し て い く た め の 、 当 初 の 検 討 の 場 づ く り に 貢 献 し た 。  

ⅲ  バ ス 事 業 者  

み な と 観 光 バ ス 株 式 会 社 が 経 営 面 、 採 算 面 で 検 討 を 加 え な が

ら 、 積 極 的 に 協 力 し た 。 具 体 的 に は 、 行 政 支 援 な し で 、 Ｊ Ｒ 住

吉 駅 と 住 吉 台 と の 間 の シ ャ ト ル バ ス で 、バ ス 3 台 で 1 5 分 間 隔 で

の 運 行 を 英 断 し 、 住 民 の 利 便 性 の 向 上 に 努 め た 。  

ⅳ  学 識 経 験 者  

住 吉 台 の ま ち を 熟 知 し た ま ち づ く り の 専 門 家 と し て 、 ま た 中

立 的 な 進 行 役 と し て 、 行 政 と 住 民 間 、 住 民 同 士 の ブ リ ッ ジ ン グ

（ 橋 渡 し ） や 取 り ま と め の 役 割 を 発 揮 し た 。  

ⅴ  行 政  

神 戸 市 東 灘 区 役 所 が 、 縦 割 り 行 政 の 弊 害 を 廃 し 、 総 合 的 な 地

域 支 援 の た め の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 （「 地 域 担 当 制 」） を 整 え た 。

住 民 の 声 を 聞 き な が ら 、 積 極 的 に 汗 を か い た 。  

②  資 金  

2 0 0 3 年 度 に 国 の 補 助 金 を 受 け「 都 市 再 生 モ デ ル 調 査 」を 実 施

し た こ と が 「 住 吉 台 く る く る バ ス 」 が 具 体 的 に 動 き 出 し た き っ

か け に な っ た 。ま た「 東 灘 交 通 市 民 会 議 」運 営 費 用 の 一 部 に「 地

域 団 体 活 動 パ ワ ー ア ッ プ 事 業 助 成 制 度 」 に よ る 兵 庫 県 か ら の 財

政 的 支 援 が 当 て ら れ た 。 一 方 、 住 民 が 行 政 ま か せ に せ ず 、 マ イ

カ ー を 使 う の で は な く 、 自 ら 2 0 0 円 の 運 賃 を 負 担 し 、 バ ス に 乗

る こ と で 運 行 が 持 続 さ れ て い る 。「く る く る バ ス 」は 、行 政 に よ

る 財 政 的 な 支 援 な し で 運 営 で き て い る 全 国 で も 数 少 な い 成 功 事

例 で あ る 。さ ら に 、「く る く る バ ス を 守 る 会 」で は 、視 察 の 案 内

で 資 料 代 5 , 0 0 0 円 を 徴 収 し て 、 活 動 経 費 に 充 て て い る 。  

③  モ ノ ・ 場 所  

「 み な と 観 光 バ ス 株 式 会 社 」が 住 吉 台 の た め 、 2 0 0 4 年 2 月 ～

3 月 の 実 証 実 験 段 階 か ら 協 力 し て く れ た 。  

地 域 内 に 団 地 の 集 会 所 と い っ た 関 係 者 が 一 堂 に 集 ま れ る 包 括

的 な 協 議 の 「 場 」 が あ っ た こ と も 「 く る く る バ ス 」 が す べ て の

住 民 に よ っ て 支 持 さ れ た 大 き な 要 因 の 一 つ 。  
④  支 援 体 制  

神 戸 市 東 灘 区 で は 2 0 0 3 年 度 か ら 、区 内 の 地 域 ご と に 対 応 窓 口

を 整 え る 「 地 域 担 当 制 」 を 敷 い た 。 地 域 密 着 型 担 当 ラ イ ン を お

き 、 行 政 の 縦 割 り に よ る 弊 害 を 排 し 、 住 民 と の 情 報 の 共 有 な ど
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を 進 め 、総 合 的 な 地 域 支 援 の た め の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 を 整 え た 。 

⑤  社 会 的 信 認  

一 般 に コ ミ ュ ニ テ ィ が 希 薄 と い わ れ る ニ ュ ー タ ウ ン の 住 民 の

間 に 、 バ ス と い う 共 有 で き る も の が 生 ま れ 、 こ れ を き っ か け に

自 分 た ち の 住 む 地 域 に 関 心 を も ち 、 地 域 を 良 く し よ う と い う 動

き が 芽 生 え て き た 。  

４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

「 住 吉 台 く る く る バ ス 」 は 、 最 近 で は 乗 車 数 が 平 日 で 1 , 0 0 0  

人 を 超 え る 日 も あ る ほ ど 、住 吉 台 の 世 帯 数（ 2 0 0 7 年 8 月 末 現 在 、

1 , 7 7 0 世 帯 ）か ら し て 乗 車 率 が 相 当 高 い（ 図 表 5 - 1 - 4 参 照 ）。特

に 高 齢 者 の 外 出 意 欲 を 高 め て い る 。ま た 、「住 吉 台 く る く る バ ス

を 守 る 会 」が 発 足 し 、定 期 的 に 発 行 さ れ る「 く る く る バ ス 通 信 」

（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メ デ ィ ア ） に よ っ て 住 民 の 間 で 情 報 共 有

や 路 線 へ の 理 解 が 高 ま っ て い る 。 さ ら に 、 バ ス の 運 行 に 支 障 に

な る 迷 惑 駐 車 の 追 放 活 動 や 花 壇 づ く り な ど 、 新 た な コ ミ ュ ニ テ  

ィ 活 動 へ つ な が っ て き て い る 。 最 近 は 六 甲 山 ハ イ カ ー が く る く

る バ ス を 利 用 す る な ど 外 部 の ニ ー ズ も 発 掘 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図 表 5 - 1 - 3  

５ ） 今 後 の 課 題  

今 後 は 、 住 民 が バ ス 以 外 で ま ち づ く り に つ な が り 、 住 民 一 人

ひ と り に 理 解 さ れ る テ ー マ 、 例 え ば 福 祉 、 高 齢 者 へ の 対 応 、 子

育 て 支 援 、環 境 問 題 な ど 様 々 な 分 野 に 関 わ る 共 通 課 題 を 発 見 し 、

共 有 し 、「住 吉 台 く る く る バ ス 」を 守 る こ と を 通 じ て 高 齢 者 の 外

出 機 会 を 増 や し つ つ 近 所 と の 親 交 を さ ら に 深 め て い く こ と が 課

題 。 引 き 続 き 住 民 が 主 体 と な っ て 、 人 と 人 の き づ な や つ な が り

を 創 造 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 再 構 築 し て い く こ と に よ っ て 、 高 齢

者 等 地 域 住 民 が こ れ か ら 1 0 年 先 、 2 0 年 先 も 安 心 し て 住 み 続 け

ら れ る 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 目 指 し て い る 。  

700

750

800

850

900

950

1000

平
均
乗
降
客
数

月

くるくるバス月別平均乗降客数

2005年 506 650 706 742 729 758 761 779 801 819 806 794

2006年 778 811 830 848 849 862 846 863 882 883 868 876

2007年 824 866 882 893 907 924 906 891 900

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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（ ２ ） 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会  

 

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  

大 沢 町 で は 、 少 子 高 齢 化 が 進 ん で 、 人 口 が 減 少 し 、 小 学 校 で の

複 式 学 級 へ の 移 行 や 、幼 稚 園 の 存 続・統 廃 合 問 題 、便 数 の 少 な い

バ ス 路 線 の 存 廃 問 題 な ど 、サ ー ビ ス の レ ベ ル が 維 持 で き な く な っ

て 、 住 民 が 疎 外 さ れ る と い う 危 機 意 識 が あ る 。  

「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」 は 、 昔 な が ら の 地 域 密 着 型 の

村 落 共 同 体 を ベ ー ス に 、地 域 住 民 が 中 心 と な っ て 、学 識 経 験 者 や

行 政 の 知 恵 や サ ポ ー ト を 得 な が ら 、過 疎 対 策 に 向 け た 議 論 や 活 動

に 主 体 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

 

１ ） 課 題  

大 沢 町 は 、神 戸 市 北 区 の 北 端 に 位 置 し 、6 地 区（ 神 付 、上 大 沢 、

中 大 沢 、 日 西 原 、 簾 、 市 原 ） か ら 構 成 さ れ 、 米 作 中 心 の 農 業 が 行

わ れ る 典 型 的 な 農 村 地 帯 で あ る 。面 積 は 1 3 . 4 7ｋ ｍ で 、古 く か ら 、

集 落 単 位 で 地 域 の 結 び つ き が 強 く 、 誰 か に 何 か あ れ ば 誰 か が 助 け

て く れ る よ う な 共 生 の ま ち で あ る 。 2 0 0 7 年 9 月 末 現 在 で 、総 人 口

は 1 , 2 2 4 人 、総 世 帯 数 は 3 8 4（ 一 世 帯 あ た り 3 . 1 9 人 ）で あ る 。少

子 高 齢 化 が 進 み 、人 口 は 減 少 傾 向 に あ り 、 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 が 地

域 住 民 の 3 2％ を 超 え る 。ま た 、休 耕 田 の 増 加 や 後 継 者 等 の 農 業 の

担 い 手 不 足 ・ 高 齢 化 に よ る 農 業 の 衰 退 な ど に よ り 、 ま ち の 活 力 が

低 下 し て い る 。 さ ら に は 、 近 く に 買 い 物 施 設 や 医 療 機 関 が な く 、

バ ス の 便 数 が 少 な い な ど 公 共 交 通 の 便 も 悪 い 。     

地 域 活 性 化 の た め に 、 こ れ ま で

も 、 地 元 有 志 で 、 都 市 と 農 村 と の

交 流 を テ ー マ に 、「ど ろ ん こ バ レ ー

ボ ー ル 大 会 （ 写 真 5 - 2 - 1）」「 そ ば 打

ち 教 室 」 な ど が 行 わ れ て き た 。 し

か し 、 大 沢 町 が 過 疎 化 に よ り 、 市

街 化 さ れ る 周 辺 地 か ら 取 り 残 さ れ

て い く の で は な い か と い う 地 元 住

民 の 危 機 意 識 が 強 ま っ て き て い る 。  
２ ） 活 動 の 内 容  

住 民 の 危 機 意 識 を 背 景 と し て 、2 0 0 0 年 に 、大 沢 町 が 神 戸 市 の「 コ

ン パ ク ト タ ウ ン 」 づ く り の ケ ー ス ス タ デ ィ 地 区 に 選 ば れ た こ と が

き っ か け と な り 、 大 沢 町 の 過 疎 化 の 防 止 を 目 的 に 、 こ れ ま で の 地

域 の 取 り 組 み を 充 実 ・ 発 展 さ せ て 、 住 民 発 意 の 新 し い ま ち づ く り

に 取 り 組 む こ と に な っ た 。 2 0 0 0 年 7 月 に 、地 域 住 民 が 主 体 的 に 地

域 に お け る 様 々 な 課 題 の 発 掘 ・ 共 有 と そ の 解 決 に つ い て 話 し 合 う

写 真 5 - 2 - 1（ 出 典 ） 大 沢 町 Ｈ Ｐ  
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場 と し て 「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン

研 究 会 」 が 発 足 し た 。 研 究 会 は 、

各 地 区 の 自 治 会 長 、 里 づ く り 協 議

会 会 長 、 地 域 活 動 に 積 極 的 に 取 り

組 ん で い る 地 元 有 志 の 人 た ち や 介

護 老 人 保 健 施 設 「 ら ぽ ー と 」 の 職

員 を 委 員 と し 、 ア ド バ イ ザ ー と し

て Ｊ Ａ 兵 庫 六 甲 大 沢 支 店 、 神 戸 市

立 フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク 、 神

戸 市 の 各 部 局 の 職 員 、 関 西 学 院 大

学 総 合 政 策 学 部 の 加 藤 晃 規 教 授 を 交 え た 構 成 と な っ て い る 。 研 究

会 で は 、 こ れ か ら の 大 沢 町 の 将 来 像 の 検 討 に あ た り 、 大 沢 町 住 民

の 考 え 方 を 知 る た め 2 0 0 0 年 1 2 月 に 、 1 6 歳 以 上 の 全 住 民（ 中 学 生

を 除 く ） を 対 象 に ア ン ケ ー ト を 実 施 。 そ の 結 果 、 大 沢 町 に 住 み 続

け た い 住 民 が 過 半 数 を 占 め 、 定 住 志 向 が 高 い こ と が わ か っ た 。 ま

た 、大 沢 町 の 課 題 と し て 、「人 口 減 少 」「高 齢 化 」「農 業 の 衰 退 」「交

通 の 便 の 悪 さ 」 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。  

こ の ア ン ケ ー ト か ら 抽 出 さ れ た 様 々 な 課 題 を も と に 、「ま ち づ く

り 部 会 」、「農 業 活 性 化 部 会 」、「交 通 部 会 」の ３ つ の 部 会 が 設 け ら 、

各 部 会 が そ れ ぞ れ の 課 題 の 発 見 と そ の 解 決 に 向 け た 具 体 的 な 活 動

に 取 り 組 む こ と に な っ た 。そ の 後 、規 制 緩 和 や 住 民 の 指 摘 を 受 け 、

ま ち づ く り 部 会 の 中 に 「 中 大 沢 田 園 都 市 構 想 研 究 会 」 と 「 子 ど も

に 関 す る 委 員 会 」 が 立 ち 上 げ ら れ た 。  

ま ち づ く り 部 会 で は 過 疎 化 対 策 を 出 発 点 と し て 、 ど の よ う な こ

と が で き る の か が 話 し 合 わ れ て い る 。 ま た 、「 大 沢 町 (お お ぞ う )

イ ラ ス ト マ ッ プ 」の 作 成 、「大 沢 (お お ぞ う )ポ イ ン ト ラ リ ー 」の 実

施 、「大 沢 町 準 町 民 制 度 」や 大 沢 町 の ホ ー ム ペ ー ジ の 立 ち 上 げ 等 を

通 じ 、 多 く の 方 に 大 沢 町 に 訪 ね て も ら う こ と で 、 都 市 部 の 市 民 や

他 地 域 と の 交 流 を 図 り 、 大 沢 町 の サ ポ ー タ ー づ く り 、 地 域 の 賑 わ

い づ く り 、 活 性 化 に 向 け た 仕 掛 け づ く り が 実 践 さ れ て い る 。  

中 大 沢 田 園 都 市 構 想 研 究 会 で は 市 街 化 調 整 区 域 で あ っ て も 住 宅

建 設 が 可 能 な 地 域 （ 地 区 計 画 ） に つ い て 検 討 が 行 わ れ て い る 。  

子 ど も に 関 す る 委 員 会 で は 地 域 の 現 状 把 握 か ら 始 め 、 つ い で 園

児 が 少 な い 大 沢 幼 稚 園 の 統 廃 合 問 題 が 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

農 業 活 性 化 部 会 で は 、 素 人 で も 野 菜 づ く り な ど の 農 業 体 験 が 楽

し め る 「 大 沢 農 業 塾 」 の 開 校 、 休 耕 田 な ど の 有 効 活 用 、 農 産 物 直

売 所 の 設 置 、 グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム な ど 交 流 農 業 の 促 進 な ど を 通 じ

た 大 沢 町 の 活 性 化 に 向 け た 様 々 な 活 動 が 行 わ れ て い る 。  

交 通 部 会 で は 、 町 民 向 け 交 通 需 要 調 査 の ア ン ケ ー ト 実 施 や 住 民

の 足 と な る コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 運 行 等 の 検 討 が 行 わ れ て い る 。 具

体 的 に は 、 ア ン ケ ー ト 結 果 を も と に 、 2 0 0 6 年 1 0 月 に 改 正 さ れ た

写 真 5 - 2 - 2  研 究 会 の 様 子  

（ 出 典 ） 神 戸 市 北 区  Ｈ Ｐ  
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道 路 運 送 法 等 に つ い て 関 係 行 政 機 関 へ 問 い 合 わ せ 、 協 力 し て く れ

る 事 業 者 と の 打 ち 合 わ せ な ど が 進 め ら れ て い る 。  

３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

① 人 材  
大 沢 町 で は 、 今 で も 神 社 や お 寺 は 、 地 域 住 民 が 交 流 す る コ ミ ュ

ニ テ ィ の 中 心 と し て 存 在 感 を 持 っ て お り 、 住 民 は 伝 統 や し き た り

を 尊 重 し 、 近 所 づ き あ い も 深 い 。 昔 な が ら の 村 落 共 同 体 を ベ ー ス

に し て 、地 元 の 抱 え る 、や る 気 と 能 力 の あ る 豊 富 な 人 材 を 活 用 し 、

地 域 活 性 化 に 向 け た 様 々 な 議 論 、活 動 を 地 道 に 続 け て い る 。ま た 、

最 近 で は 、 地 域 の 若 者 が 伝 統 行 事 を 含 め た ま ち の 行 事 に 参 加 し や

す く な る よ う に 、 各 種 教 室 ・ 感 謝 祭 の 新 設 、 青 年 団 の 強 化 、 子 供

神 輿 の 導 入 な ど 行 事 の 検 討 を 行 っ て い る 。  
「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」 の 運 営 は 、 設 立 当 初 、 単 独 で

行 わ れ て い た が 、 大 沢 町 自 治 連 合 会 内 に 「 ま ち づ く り 部 会 」 が で

き 、 そ の 部 会 長 が 研 究 部 会 の 座 長 を 兼 ね 、 研 究 会 で 議 論 さ れ た 内

容 は 情 報 紙 「 光 山 だ よ り 」 に 掲 載 さ れ 、 町 民 に 周 知 徹 底 が 図 ら れ

て い る 。ま た 、「 子 供 に 関 す る 委 員 会 」に は 自 治 会 、学 校（ 幼 稚 園 、

小・中 学 校 ）、Ｐ Ｔ Ａ 、老 人 会 、婦 人 会 、フ レ ッ シ ュ ミ セ ス 、行 政

が 参 加 し て い る 。 こ の よ う に 、 研 究 会 は 、 自 治 会 や 婦 人 会 な ど の

町 内 の 組 織 と の 連 携 を 図 る こ と に よ っ て ス ム ー ズ な 運 営 に 努 め て

い る 。 さ ら に 研 究 会 に は 関 西 学 院 大 学 総 合 政 策 学 部 加 藤 ゼ ミ の 学

生 が 参 加 し 、 フ ァ シ リ テ ー タ ー や オ ブ ザ ー バ ー と し て 活 躍 す る 。  
② 資 金  

「 ま ち づ く り 部 会 」 で は 大 沢 町 を 情 報 発 信 す る 「 大 沢 町 イ ラ ス

ト マ ッ プ 」 の 作 成 や 「 大 沢 ポ イ ン ト ラ リ ー 」 の 実 施 、 道 し る べ ・

案 内 板 の 設 置 を し た が 、 こ れ に は 神 戸 市 か ら 「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ

活 動 助 成 制 度 」 に よ る 財 政 支 援 を 得 て い る 。  
「 農 業 活 性 化 部 会 」で は 2 0 0 3 年 に 一 般 公 募 し た 農 業 初 心 者 な ど

の 市 民 を 対 象 と し た 農 業 体 験 塾 「 大 沢 農 業 塾 」 (写 真 5 - 2 - 3 )を 開 校

し た 。農 業 塾 で は 、 1 年 間 １ 人 あ た り 3 0 , 0 0 0 円（ 教 材 、実 習 田 ・

栽 培 指 導 な ど を 含 む ）と し て 毎 年 約 3 0 名 の 塾 生 を 迎 え て い る 。農

業 塾 は 順 調 に 運 営 で き て お り 、 最 近 は 神 戸 市 か ら の 補 助 金 な し で

運 営 で き る ま で に な っ て き て い る 。     写 真 5 - 2 - 3  

 
 
 
 
 
 
 

（ 出 典 ） 大 沢 農 業 塾  Ｈ Ｐ  
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ま た 、 2 0 0 6 年 に「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」の ホ ー ム ペ ー

ジ が 立 ち 上 げ ら れ た 。 そ の 作 成 の 経 費 を 含 め 運 営 費 用 に は 、 地 元

店 舗 な ど か ら の 登 録 料 や 広 告 料 が 充 て ら れ て い る 。 農 業 塾 の 募 集

や こ れ ま で の 活 動 内 容 ・ 様 子 も ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。  
③ モ ノ ・ 場 所  

「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」 の 全 体 会 議 は 、 大 沢 地 域 福 祉

セ ン タ ー で 開 催 さ れ て い る 。ま た 、「ま ち づ く り 部 会 」、「交 通 部 会 」、

「 農 業 活 性 化 部 会 」、「 中 大 沢 田 園 都 市 構 想 研 究 会 」、「 子 ど も に 関

す る 委 員 会 」 の 各 会 合 も 大 沢 地 域 福 祉 セ ン タ ー の 場 を 利 用 し て 行

わ れ て い る 。さ ら に 、各 部 の 部 会 長 が そ れ ぞ れ の 活 動 内 容 を 報 告・

意 見 交 換 を 行 い 、 連 携 を 図 る 場 で あ る 全 体 部 会 長 会 議 も 大 沢 地 域

福 祉 セ ン タ ー で 行 わ れ て い る (写 真 5 - 2 - 4 )。 こ う し た 住 民 が 気 軽

に 集 ま れ る 場 が あ る こ と が 、 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 の 地 道

で 継 続 的 な 活 動 を 支 え て い る も の と

い え る 。  

④ 支 援 体 制 等  
「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」

に は 、 Ｊ Ａ 兵 庫 六 甲 大 沢 支 店 、 神 戸

フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク 、 神 戸 市

の 関 係 部 局 の 職 員 、 関 西 学 院 大 学 総

合 政 策 学 部 の 加 藤 晃 規 教 授 が ア ド バ

ー ザ ー と し て 参 加 し 、 サ ポ ー ト し て

い る 。 住 民 に と っ て 身 近 な 場 所 に あ る 神 戸 市 北 区 大 沢 連 絡 所 が 情

報 提 供 ・ 連 絡 調 整 の 支 援 を 側 面 的 に 行 っ て い る 。 ま た 、 関 西 学 院

大 学 総 合 政 策 学 部 加 藤 ゼ ミ の 学 生 が 研 究 会 等 に 参 加 し 、 フ ァ シ リ

テ ー タ ー や オ ブ ザ ー バ ー と し て の 役 割 を 果 た し て い る 。 ま た 、 研

究 会 は 、 町 内 自 治 会 、 協 議 会 （ 里 づ く り 協 議 会 、 ふ れ あ い の ま ち

づ く り 協 議 会 等 ）、財 産 管 理 団 体 、婦 人 会・フ レ ッ シ ュ ミ セ ス の 会 、

老 人 会 、防 災・防 犯 組 織（ 消 防 団 、防 災 福 祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 等 ）、子

供 会 、 Ｐ Ｔ Ａ な ど と い っ た 旧 来 の 地 域 組 織 や 社 会 扶 助 組 織 な ど を

超 え て 、 住 民 間 の つ な が り を 再 構 築 す る 開 か れ た 住 民 組 織 （ 場 ）

と な っ て い る 。  
こ の よ う に 、 地 域 、 大 学 、 行 政 が 連 携 し 、 互 い に 協 力 し な が ら

地 域 の 活 性 化 を 推 進 し て い く と い う 体 制 が 整 備 さ れ て い る 。  
⑤ 社 会 的 信 認  

地 域 住 民 が 「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」 の 場 で 議 論 し 、 納

得 で き る と こ ろ か ら 実 践 し て い る 。 そ の 活 動 ・ 実 践 や 経 験 を 通 じ

て 、 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 に 対 す る 地 域 住 民 の 理 解 も 徐 々

に 深 ま り 、 よ り 多 く の 住 民 の 協 力 が 得 ら れ て き て い る 。    

大 沢 町 を よ り 知 っ て も ら い 、 ま た 、 親 し み を も っ て も ら っ て 、

大 沢 町 に 訪 れ て も ら う た め に 、 大 沢 町 の ホ ー ム ペ ー ジ の 立 ち 上 げ

写 真 5 - 2 - 4  ワ ー ク シ ョ ッ プ  
 （ 出 典 ） 神 戸 市 北 区  Ｈ Ｐ  
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や 、「 大 沢 町 イ ラ ス ト マ ッ プ 」 の 作 成 、「 大 沢 ポ イ ン ト ラ リ ー 」 の

実 施 、「 大 沢 町 準 町 民 制 度 」 の 立 ち 上 げ な ど を 行 っ て い る 。  

４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」は 、 2 0 0 0 年 か ら 活 動 を 地 道 に

続 け 、 2 0 0 6 年 3 月 末 時 点 で 全 体 会 議 を 2 7 回 開 催 し て い る 。  

こ の よ う な 長 期 に わ た る 活 動 に よ っ て 、 年 齢 、 性 別 、 所 属 の 地

域 組 織 な ど の 違 い を 超 え た 多 様 な 人 々 の 交 流 の 場 と な り 、 さ ら に

そ こ か ら 地 域 課 題 の 具 体 的 な 処 方 箋 や 地 域 再 生 へ の 新 た な 活 動 ・

工 夫 が 、 相 乗 的 、 連 鎖 的 に 創 造 さ れ て い る 。 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ

ン 研 究 会 の 和 田 耕 次 座 長 は 、「他 力 本 願 で は な く 、住 民 が 主 体 と な

っ て 自 ら 汗 を か き 、 結 束 す る こ と が 大 事 」 と 語 る 。  

「 大 沢 町 準 町 民 制 度 」 は 、 ポ イ ン ト ラ リ ー で 、 一 定 の ポ イ ン ト

以 上 が た ま る と 大 沢 町 の 「 準 町 民 」 に 認 定 さ れ る 仕 組 み で あ る 。

準 町 民 に 認 定 さ れ る と 柿 の も ぎ 取 り や た け の こ 堀 り な ど 、 ま ち の

イ ベ ン ト の 優 待 券 が 送 ら れ る ほ か 、大 沢 町 の 情 報 紙「 光 山 だ よ り 」

が 配 布 さ れ る 。現 在 ま で に 、準 町 民 と し て 、 1 0 名 が 認 定 さ れ て い

る 。 結 果 と し て 交 流 人 口 が 増 え る こ と に つ な が る 。  

ま た 、 農 業 塾 の 卒 業 生 は 1 3 3 名 に な り 、 そ の 約 1 8％ の 2 4 名 が

大 沢 で 農 地 を 借 り て 農 業 を し て い る 。 徐 々 に で は あ る が 、 確 実 に

大 沢 で の 農 業 者 が 増 え て い る 。  

５ ） 今 後 の 課 題  

地 域 再 生 に 即 効 的 な 対 策 は な

く 、 住 民 一 人 ひ と り が 今 で き る

こ と を 実 行 し て い き 、 す ぐ に 結

果 が で な く て も 、 試 行 錯 誤 を 繰

り 返 し な が ら 、 そ の 活 動 を 積 み

重 ね て い く こ と が 必 要 で あ る 。

議 論 を 続 け 、 問 い 続 け る こ と で 対 策 が 生 み 出 さ れ て く る 。 そ の た

め 、 引 き 続 き 、 ホ ー ム ペ ー ジ の ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 充 、 全 体 会 議 を

定 期 的 に 開 催 し 合 意 内 容 を す ぐ に フ ィ ー ド バ ッ ク す る シ ス テ ム の

強 化 、地 域 組 織 を 含 め 各 種 団 体 と の 更 な る 連 携 強 化 が 必 要 に な る 。 
ま た 、 最 近 は 、 農 業 塾 は 軌 道 に の っ て 、 神 戸 市 か ら の 補 助 金 が

な く て も 、 自 立 し て 実 施 が 可 能 と な っ た 。 今 後 と も 、 農 業 塾 が コ

ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス と し て 、 安 定 し た 利 益 を 生 み 続 け 、 こ う し た

収 益 を「 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 」の 活 動 の 独 自 財 源 と し て 、

安 定 的 か つ 有 効 的 に 活 用 で き る こ と が 期 待 さ れ る 。  
さ ら に 、 大 沢 コ ン パ ク ト タ ウ ン 研 究 会 の 各 部 会 相 互 の 情 報 交 換

や 意 見 交 換 を ス ム ー ズ に 行 う た め の 拠 点 、 イ ベ ン ト ・ 案 内 を 含 め

大 沢 町 の す べ て の 情 報 を 集 約 し 、 一 元 的 に 対 応 す る た め の 拠 点 と

し て の 地 域 事 務 局 づ く り に つ い て 検 討 を 進 め る こ と が 求 め ら れ る 。 
 

写 真 5 - 2 - 5  大 沢 町 の 農 村 風 景  


